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鍛砲百合の球割に閲ナる研究

第一報特にその基礎的調査に就いて(抄録)

設前川徳衣郎・久保 貞

(北海道大拳農考全部l園禦拳第二重土室〉

Studies on the bulb.division in Li1ium longiflorum 

Part 1. Especially on the fundamental researches (Abstract) 

The late TOH:UJlHO MAEH:AWA and TADASHI KUBO 

餓砲百合の球割現象は，特に北方に於ける栽

培上の問題として，モザイク病その他の病容と共

に，最も著しい現象であるととは麗k報じられて

いる。従来鍛砲百合の産地は，長崎，鹿児島，埼

玉聯等を主とし闘京以北では，球割及び生長緩

慢せ;を危倶し，その栽培は不振で、るった。北海道

に於ても土地の理lf1Jにより，切花周としての栽培

が試みられたに過ぎたい。

元*百合根は種子から護芽して，或--)tの年

度の生育者三重ね，球根が或齢に建すると，自然に

月i・113球割れを起すものでるって，年と井に無限に
その大さを増すものではない。栽培者聞に危倶さ

れ，叉著者等の問題にしつつるる球割れは，との

ような現象を指すもので、はなく，最も顕著な生育

が見られる告:の球根に護生する球割で、あって，と

れは形態的にも生理的にも異常生育現象である。

今北i伝茸11:於いて生産された球割球根に就いて検

すれば前年度形成鱗片の教が少いか，或は新形成

鱗片の肥大が不足である。此の事寅は，正常球艇

に就い・て検しでも，暖地産の球根に比し劣るとと

が認められる。とり球割殻生の著しいとと，前年

の鱗片童文の減退位びに肥大不足は，共に北海道に

於ける餓砲百合栽培上の二大重要課題である。

本研究は， J二記松崎上の懸念。ーで、ある球割

現象に就いて，共の経過，殻生機構及び誘護保件

主主を究明し，栽培封東の資に供するととを目的と

し，基礎調査は昭和 22，23のi柑年度に行われたも

のである。

供試材料及び方法

#ti式H料としては Lilium lonyijloruf/l var. 

insu/are及び Lilillmlongif/orwll var. takesimaを選

び，栽培法は埼玉臓に於ける方法に準じた。尚nm
場に於ける調査は，主として余市町で、行い，一部

分は北海道大事農製部花升!通栽粧のものをも伎JIj

した。次に各項目毎に材料及び方法を簡単に示す。

鱗華形態の分類は var.takeum(l に就いて守行い，鱗

片の更新については var.insulareをmいて，鱗片
の腐.朽及び形成肥大の度を測定した。生育量と球

自!との閥係については，ヰi丈の生育欣況， 8月1&

臼に於ける童基部の太さ，親球根の重量"球根重

量の増加I~容と球割護生率とを比較封照した。病害

と球割護生との闘係は，生育期間中の病徴程度を

記録したき，その球割強生率を比較した。覆土の

深沌と球割護生との闘係については， var. inSlllare 

を用い，覆土 2cm及び 8-10cmの雨匿について

比較制限した。親球根が球割球であるか否かによ

る球割設生率の比較は var.insulareをJIjいて行つ
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た。生育傷者と球割誕生との闘係をlりjかにする得

に，室葉及び桜に傷害を興えて，その球割殺生家.

を験し， 叉草葉w長後随時B-80Cの低温に遭遇
‘せしめてその球割護生率を調在し?と。叉北海道と

埼玉将に於ける球割愛生率を比較じた。

調査結果の楓要

1.鱗童形態の分類

秋に掘上げた鱗輩は， 京痕(その年I'l:::fi中長し

秋にlTÁJt~j した輩の痕馴i)，新たに形成せられ肥大し

た鱗片，前年からの鱗片，一年生及び、二年生の球

床の諸部分から成る。とれらの諸器官によって構

成される鱗童の主障は，事fた比形成され肥大した
側首たる鱗芽である。とれらの成球は，種々の外

界保件，或は叉何らかの内的保件によって続々の

外型を示すが，著者等はそれを室痕の位置によっ

て匝別しま痕が中央のもの，外側に偏ったもの，

会〈外側に出たもの，同大の2佃以上の球に害IJれ

たもの及び割れた側々の球に大ノj、の別あるものの

5型に分け，更に球割球に就いては，上越の割れ

たこっ或は三つの鱗輩が比較的に同大のものを草

痕の位置によって分け，車痕が割れた鱗翠の中央

にるるもの，中央にないもの及び3害IJしたものに

分け 4型を以て代表せしめた。

2.鱗片の更新

北海道・に於ける百合根栽培には，鱗片の更新

が著しいととが目立つが，鱗片貯蔵柴養分の泊費

は， 秋植込後直ちに1象想、されるが(との事賓は質

験的に明かで・ある。後報参照)，球根重量の而では

11月迄はその減少は円立たない。 5月初旬には就

に新芽形成が始められているが，依然と Lて球根

重量は減少を重ね 6月上旬頃に重量は杭込時の

1ti:量に近づ、く傾向を示す。鱗童の横断による観察

によれば 7月に入っても角外側鱗片の凋萎を見

る。木子を植込んだ場合，殆んどすべての鱗片は

消耗するが，その時期は6月下旬である。

3.生育量と球割との闘係

草丈と球割との間の連闘については，生育格

期及び仲写経過と球害11とのrmに明確な聞係は認め
難い。只球割費生に閲して主主丈に或限界の重うると

とは，霊長の場合と同校でるる。同一重量の球根

について見れば，球制を生じているものの方が太

い{頃向が見られた。

親球根重量と球苦手!の偽!係に就て老i舗に建する

と自然に球割を生一言、ると報じられ，栽培者の経験

にもl切かであるが，北海道に於いては著者等の賓

験によれば，さをく球割を生じない球根重量は極め

て小球に限られるから，該現象は何らかの保件に

よって誘起されるもので皐に重量によって解決し

得る問題では友いととが考えられる。

球根重量の増加1傘と球!JJ愛生率を比校した結

果によれば，明かに球割株の増加率はiE常株の増

加率よりも大である。此事賓は各1本の草の蓄積

したエネルギ戸量の貼から見れば，球割株の方が

大なるととを示している。

病害による球割誘設の有無を拾する1.i&に代表

的な病害として，葉枯病，立枯病及びモサーイク病

を~ぴ，病徴と球割護生との閥係を調査した結果

によれば，その誘設の可能性は殆んE認められな

し、。

覆土の深浅はチューリップ，里芋等に就いて

分球率と深い関係をもっととが報ぜられているが

本質験に於ても全く同様の結果を得た。とれによ

れば， 0-10 gm大の球根でも 2cmの覆土では 46

%の球割護生率を示した。是に封し同一重量球根

の8cm覆土匿の球害IJ費生率は僅かに 4%である.

此事責は，覆土の深浅による外界保件の援化が，

球割を誘殻する或る生理的保件を来すととを暗示

する。

球割球を親球根として用いるととが，子球根

の球割を来らしめるとすれば，球申j現象は遺体的

のものと考えられるが，著者匂;の寅験に依れば，

かくの如き闘係は見られない。

Eえに生育期間中に受けた外的傷害の球割誘護

率を翠葉及び根の傷害，低温底理によって調査し

た。草葉の傷害は 6月2日に之を行ったが，球割

には無関係で必る。根の切除は， 4月15日， 4月

301:-1， 5月9日， 5月22円及び8月2日に之を11'

った。 その結果4月初日及び5月9日の底理は

100%の球割護生率を示し， 4月15日は約 50%.

5月22日のものは25%の球割を示した。とれに

よれば4月初日から5月15日迄の間にほとの底
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型Itがザ成り治iい成主Il誘起の!五{凶となりNるとと

が明かである。

京葉付l展後K於ける1J1i且の影響を槍した結果

によれば，その影響は充分な温度を伴えば木子の

形成を誘起し，球割にはその影響を認め難い。

同様の栽培方法による球割費生率の相逗社埼

玉牒と北海道について比較すれば，年により相法

ナるが，北海道は埼玉牒の 10)う至 15倍。建生率

を示すととが明かとなった。

結語

上記諸調布，の結果，球割現象は生王照的現象で

あるととがIljjかである。若し球割現象に遺伴的姿

IJ，:Iが)JIlるとすれば，直接に影響するものではなし

Itl1接的作用によるものと考えられる。

調査事項中球割誘起と最も深い閥係を宥する

と考えられるのは，覆土の深海と生育傷害とであ

るが，根の切除の寅験に明かた如く，障碍となる

時期が最も重要なのでるって，その時期を逸して

岡庭現を興えでも球割とはならない。とれらの理

rhから北海道に於て犬なる球割互容をみるととは，

上記時期に於ける物理的保件によって誘護される

ものと考えられる。

く該抄録l土問r.反事情ーにより印刷の機曾を失ったものを便宜上ここに摘録したものである。〉


